
一般社団法人日本くすりと糖尿病学会申請書類等 細則 

第1条 糖尿病薬物療法認定薬剤師の認定を申請する者は、以下の書類を添えて本学会事務 

局に申請する． 

 

１） 日本くすりと糖尿病学会認定薬剤師制度規定第12条（1）（2）を満たす申請書の提出と証明証の

原本及び写しの提出． 

※申請書式は、「糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規申請 書式１」を使用すること． 

 薬剤師免許の写し（裏書のある場合は、裏面も含む））を提出． 

 日本くすりと糖尿病学会認定薬剤師制度規定第12条（3）を満たす准認定の認定証の写し

を提出． 

 

２） 日本くすりと糖尿病学会認定薬剤師制度規定第12条（3）（4）（6）（7）を満たす証明証の原本及

び写しの提出． 

※認定薬剤師制度の認定更新及び申請に必要な所定単位一覧表（細則：添付資料）を参照． 

※申請書式は、「糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規・更新申請 所定単位申請・書式 表 

紙の「所定単位（P 認定単位）申請・書式 １」、「所定単位申請貼付・様式 2」、「所定単位

（原著論文）申請・書式 3」、「所定単位（P 認定単位以外）申請・書式 4」、「所定単位（P 認

定単位以外）申請貼付・様式 5」を使用して申請すること 

  ※P 認定単位は貼付することで認定単位が付与される．P 認定単位の写しでは付与されない． 

  ※P 認定単位以外は、糖尿病に関する学会（所定単位数）および糖尿病に関する講習会、 

研修会では、認証機構からの認定単位を貼付することで、本学会の認定単位として承認さ 

れる． 

 日本くすりと糖尿病学会学術集会の参加証には本学会のP認定単位の貼付必須． 

 本学会技能研修委員会主催のすべてのアドバンスト編技能・基礎の技能研修の場合は、

受講証が配布されるが、本学会のP認定単位を使用する場合は受講証に貼付した場合の

み認める． 

 本学会が承認した（地方を含む）講習会・研修会の場合は、本学会のP認定単位を使用す

る場合は貼付必須． 

 薬剤師認定制度認証機構（CPC）よりプロバイダー認証されている認定単位との相互に単

位の互換性がある．ただし、いずれかの一つのみに単位は有効となる．糖尿病に関する講

習会、研修会、及びe-learningなど他のプロバイダー認定単位が取得できる場合はプログ

ラムの写しとプロバイダー認定単位（原本）を貼付（写しは承認しない）すること．これらは、P

認定単位以外で申請すること． 

 他のプロバイダー認定単位（時間）が当会の認定単位（時間）が異なる場合は、当会に合わ

せて認定単位として承認する（45分未満は0単位、45～89分は0.5単位、90～135分は1単

位として考えること）．ただし、糖尿病関連を証明するプログラムを添付すること． 

 糖尿病に関する学会での口頭発表、ポスター発表、論文投稿などの研究実績は、学術大



会の表紙1部、要旨1部の写しで、申請者に赤線を引いてわかりやすく提出すること．ただ

し、P認定単位以外で申請すること． 

 本学会での発表においても同様に、学術大会の表紙1部、要旨1部の写しで、申請者（筆

頭発表者として１回以上の学会発表）に赤線を引いてわかりやすく提出すること．ただし、P

認定単位以外で申請すること． 

 糖尿病に関した各学会誌の論文と論文投稿時の投稿規定1部写しを提出すること．ただ

し、P認定単位以外で申請すること． 

 （５）の自験例または論文の提出についての解説．論文の種類は、原著論文、ノート、症例

報告、療養指導事例など投稿規程で複数査読審査のあるものを認める．この処置は、自験

例が書けない教授、研究者、部長などが論文提出で自験例を免除するための項目である．

基本、認定試験を受けるための必要事項には、自験例及び論文のどちらかの提出が必須

となる． 

 

３） 日本くすりと糖尿病学会認定薬剤師制度規定第12条（５）を満たす自験例の提出． 

※糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規・更新申請 自験例の記載方法（注意点を含む） 

を参考に記載し提出すること． 

※自験例一覧を使用すること． 

 申請書式は、「糖尿病薬物療法認定薬剤師 自験例一覧 新規・更新申請 書式1を使用

し、自験例一覧をまとめること． 

 糖尿病薬物療法認定薬剤師 自験例 新規・更新申請 書式 2 を複写して自験例 10 例を

記載すること． 

 自験例はＭＳＰ明朝またはＭＳＰゴシックの10 または11 ポイントを使用して記載し、 

PAPO 項目ごとにわけてPAPO全体を12行以内に取りまとめていること． 

 

第2条 糖尿病薬物療法 認定薬剤師の認定を希望する者の内、認定委員会により受験資格 

を有すると判断されたものは、糖尿病薬物療法 認定薬剤師認定試験を受験することができ

る． 

     ※申請方法は、本学会ホームページ参照 

 

第3条 申請審査料 

① 糖尿病薬物療法 認定薬剤師 書類審査料 10,000 円 

② 糖尿病薬物療法 認定薬剤師 認定試験受験料 15,000 円 

 

第4条 認定薬剤師認定証の発行料 

糖尿病薬物療法 認定薬剤師 認定証発行料 3,000 円 

 

 

第5条 糖尿病薬物療法 認定薬剤師の認定を更新する者は、以下の書類を添えて本学会事務局に



申請する． 

 

４） 日本くすりと糖尿病学会認定薬剤師制度規定第20条（1）を満たす申請書の提出と証明証の原

本及び写しの提出． 

※申請書式は、「糖尿病薬物療法認定薬剤師 更新申請 書式１」を使用すること． 

 継続的に本学会会員であること．  

５） 日本くすりと糖尿病学会認定薬剤師制度規定第20条（2）（3）と（4）のアドバンスト技能研修及び

糖尿病に関した論文を認定期間中に3報（共著可）を満たす証明証の原本及び写しの提出につ

いては、細則第1条の2）を参照すること 

※認定薬剤師制度の認定更新及び申請に必要な所定単位一覧表（細則：添付資料）を参 

照． 

※申請書式は、「糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規・更新申請 所定単位申請・書式 表 

紙の「所定単位（P 認定単位）申請・書式 １」、「所定単位申請貼付・様式 2」、「所定単位

（原著論文）申請・書式 3」、「所定単位（P 認定単位以外）申請・書式 4」、「所定単位（P 認

定単位以外）申請貼付・様式 5」を使用して申請すること 

※P 認定単位は貼付することで認定単位が付与される．P 認定単位の写しでは付与されな 

い． 

※P 認定単位以外は、糖尿病に関する学会（所定単位数）および糖尿病に関する講習会、 

研修会では、認証機構からの認定単位を貼付することで、本学会の認定単位として承認さ 

れる． 

 

６） 日本くすりと糖尿病学会認定薬剤師制度規定第20条（4）を満たす申請書の提出と証明証の写し

の提出． 

※「糖尿病薬物療法認定薬剤師 更新申請 実績記録・書式1(No.1)」を使用して提出する 

こと．ただし、たりない場合は、書式をコピーしてNo．2として記載して提出すること． 

 実績について時系列に記載し、プログラムを付けて申請者に赤線を引いてわかりやすく提

出すること． 

※糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規・更新申請 自験例の記載方法（注意点を含む）を参 

考に記載し提出については、細則第 1 条の 3）を参照すること． 

 

第6条 更新保留申請した場合は、保留延長期間を含めて更新期間とする（最大8年間）．更新 

するときに更新保留申請書も添付する． 

※「更新保留申請書」を使用して提出 

※更新保留申請中は、「認定薬剤師」として呼称できない． 

 

第7条 更新審査料 

糖尿病薬物療法 認定薬剤師 更新書類審査料 10,000 円 

 



第8条 日本くすりと糖尿病学会認定薬剤師制度規定第2６条を満たす認定単位を承認する研修会 

     実施機関． 

1) 申請者  研修会を主催する団体の責任者． 

2) 開催する団体の基準． 

本学会あるいは、本学会が認定した団体あるいは下記の基準を満たしている団体． 

① 会則または規約があり、役員名簿および収支報告がある 

② 年会費または参加費を徴収している 

③ 収支報告がある 

④ 年１回以上の研修会など行事を開催している 

⑤ 薬局・病院・大学などの薬剤師の会員がること 

（①〜⑤すべてを満たすこと） 

※初回の申請団体は、会則、規約、役員名簿の提出が必須 

※製薬会社が主催する研修会は認定の対象外とする． 

3) 内容の基準 

① 糖尿病薬物治療に関する内容を主とする 

② 参加が一般に公開されている 

③ 特定の薬剤の宣伝につながるものではない 

④ 研修会単位申請書および報告書を提出すること 

（①〜④すべてを満たすこと） 

※プログラムの提出必須 

4) 基本・基準 

 薬剤師の講義が50分以上で、糖尿病に関する研修であること 

 研修単位と時間は、45分0.5単位、90分1単位（上限は１日４単位まで） 

 

第9条 日本くすりと糖尿病学会認定薬剤師制度規定第2６条を満たす認定単位を承認した研修会 

     実施機関の開催計画書の申請ならびに終了後の報告書の提出．  

    ※JPDS 日本くすりと糖尿病学会 認定単位 申請書 書式．１を使用すること 

    ※JPDS 日本くすりと糖尿病学会 認定単位 報告書 書式．2 を使用すること 

    ※研修会に必要な認定単位の数に合わせて手数料を支払い、コピーを添付すること 

別表（P認定単位手数料）

35,000円

40,000円

2,000円

3,000円

5,000円

10,000円

20,000円

25,000円

30,000円

51枚～100枚まで

手数料（税込み）P認定単位証明（研修単位シール）申請枚数

50枚まで

5,001枚以上

101枚～300枚まで

301枚～1,000枚まで

1,001枚～2,000枚まで

2,001枚～3,000枚まで

3,001枚～4,000枚まで

4,001枚～5,000枚まで



 

第10条 認定薬剤師更新認定証の発行料 

糖尿病薬物療法 認定薬剤師 更新認定証発行料 3,000 円 

 

第11条 糖尿病薬物療法 認定薬剤師認定証の再発行申請料 

※「糖尿病薬物療法 認定薬剤師認定証の再発行申請書」を使用して提出 

糖尿病薬物療法 認定薬剤師認定証の再発行申請料 3,000 円 

 

第12条 学会員の登録情報(事項)の変更を申請する者は、以下の書類を添えて本学会事務局に申

請する． 

 ※「日本くすりと糖尿病学会 登録事項変更届」を使用して提出 

 お名前の変更、施設変更、住所変更等がある場合は、登録事項変更届を事務局に提出す

ること． 

 登録変更申請料 無料 

 

（細則：添付資料） 認定薬剤師制度の申請・更新に必要な所定単位基準（一覧表） 

1．糖尿病に関する学会・学術大会への参加・発表に関する所定点数（1学会1日に付き） 

 

※①外部評価された日本薬剤師研修センターおよび日病薬薬学認定制度にも互換性があり、使用

することは可能です。当学会以外の認定単位として使用可能であり、どちらか一方で使用してくださ

い。ただし、当学会の糖尿病認定薬剤師制度単位として取り扱う場合は、当学会が発行したP認定単

位を学術集会の主催者より交付された参加証明書（学会名、学会開催日、学会長名の記載があり、

参加者の所属と氏名の記載があるもの）の写しか原本の表面に直接貼付してください。貼付されてい

参加
筆 頭

発 表※②

共 同

発 表※③

４※① 3 1

4 3 1

3 2 1

ー 2 1

日本くすりと糖尿病学会（P認定単位は、参加のみ）

日本糖尿病学会（全国大会）

糖尿病に関連する基礎研究・臨床研究の学会発表について

国際学会、日本薬学会　日本老年学会、日本病態栄養学会、

日本静脈栄養学会、日本腎臓病学会、日本腎臓病薬物療法学

会、日本薬剤師会学術大会（地方会は除く）、日本病院薬剤

師会地方会、日本医療薬学会など※②

学会・学術集会名

単　位

日本糖尿病合併症学会,日本糖尿病情報学会,糖尿病学の進歩,

日本糖尿病協会療養指導学術集会,日本糖尿病妊娠学会,

日本糖尿病肥満動物学会,日本糖尿病医療学学会，日本糖尿病

学会地方会 ,肝臓と糖尿病・代謝研究会



ない参加証は、P認定単位として認められません。P認定単位は写しでは対応できません。 

注1）当学会以外の学術集会への参加証明は、主催者より交付された参加証明書（学会名、学会開

催日、学会長名、参加者の所属と氏名の記載があるもの）で、申請する際は写しで可能です。 

 

注2）参加証明証以外の証明できないネームカードや領収書の場合は、一切受け付けないので紛失

しないように管理してください。 

注３）本学会での筆頭・共同発表は、P認定単位を渡さないため、P認定以外の単位で承認します。 

※②③ 学会・学術大会での発表は糖尿病に関する発表のみに所定点数として加算できます（P認

定以外の所定点数として加算）。ただし、参加証、学術集会の表紙と抄録（プログラム）など写しを添

付すること。発表ごとに、講演集・要旨集の表紙および発表要旨が掲載されている該当ページの写し

を１部添付し、表紙の右上部に発表番号を記入してください。また、申請者本人に朱色の下線を付し

てください。 

※②③ 学会・学術大会でのシンポジウム、座長は所定点数として認められていません。認定薬剤師

の実績として記載してください。 

2．論文の執筆に関する所定単位 （糖尿病に関する論文に限る） 

 

※④ 申請時には、各学会誌の論文と論文投稿時の投稿規定1部写しを提出すること 

 当学会誌の場合は、投稿規定の写しは必要ない（省略可）。 

 論文は、原著論文、ノート、症例報告、療養指導事例なども可能とする。ただし、複数査読は必須。  

3．技能研修および当会が承認する学会、講習会、研修会などに関する所定単位 

筆 頭

発 表

共 同

発 表

5 2

10 2

5 2

5 2

医療薬学誌、TDM 研究、YAKUGAKU ZASSHI、日本臨床薬理学会誌、

日本病院薬剤師会雑誌、日本薬剤師会雑誌、日本老年学会・日本病態栄

養学会・日本静脈栄養学会・日本腎臓病学会・日本腎臓病薬物療法学会

など学会誌

単　位

複数者の査読がある国内外の学会誌　※④

日本くすりと糖尿病学会　学会誌

インパクトファクター(impact factor 、IF) のある雑誌（欧文）

日本糖尿病学会、日本糖尿病学会地方会 、日本糖尿病合併症学会、日本

糖尿病情報学会、肝臓と糖尿病・代謝研究会、日本糖尿病協会療養指導

学術集会、日本糖尿病妊娠学会、日本糖尿病肥満動物学会などの学会誌



 

備考）学会開催中の基礎技能研修は、P認定単位の発行はありませんが修了証としてのみ有効。 

※⑤ JPDS教育研修委員会にて講習（研修）認定単位の申請を行い、「認定薬剤師の申請および

更新に必要な単位研修の認定基準」を満たして承認された講習会および研修会 

※⑥ 薬剤師認定制度認証機構（CPC）よりプロバイダー認証されている認定単位との相互に単位の

互換性があります。ただし、いずれかの一つのみに単位は有効となります。他のプロバイダー認定単

位（時間）が当会の認定単位（時間）が異なる場合は、当会に合わせて認定単位として承認する（45

分未満は0単位、45～89分は0.5単位、90～135分は1単位として考えること）。ただし、糖尿病関連

を証明するプログラム等を添付すること。 

注意事項） 

上記のP認定単位と記載のある所は、P認定単位が発行された場合のみ有効となります。また、他の

学会でも当学会が承認した場合には、P認定単位が発行されます。その場合は、P認定単位で申請

することも可能です。なくさないように、保管して申請してください。 

 

糖尿病薬物療法認定薬剤師の書類関係一覧表 

参考書類 

1. JPDS 糖尿病薬物療法認定薬剤師の目的・取得順序等理解するためのお知らせ 

2. JPDS が承認する認定薬剤師制度の申請・更新に必要な所定単位一覧表 

3. 糖尿病薬物療法認定薬剤師の新規申請方法の条件と確認案内 

4. 糖尿病薬物療法認定薬剤師の更新方法の条件と確認案内  

5. 糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規・更新申請 自験例の記載方法（注意点を含む） 

提出申請書類 

6. 糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規申請 書式１ 

7. 糖尿病薬物療法認定薬剤師 更新申請 書式１ 

8. 糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規・更新申請 所定単位申請・書式 表紙 

1) 糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規・更新申請 所定単位（P 認定単位）申請・書式 １  

2) 糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規申請・更新申請 所定単位申請貼付・様式 2 

3) 糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規・更新申請 所定単位（原著論文）申請・書式 3 

4) 糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規・更新申請 所定単位（P 認定単位以外）申請・書式 4 

5) 糖尿病薬物療法認定薬剤師 新規申請・更新申請 所定単位（P 認定単位以外）申請貼

　　糖尿病に関する講習会、研修会、及びe-learningなど

　　他のプロバイダー認定単位が取得できる場合※⑥

　　血糖自己測定　技能研修（P認定単位）

アドバンスト編・基礎編　技能研修会への参加 単位

　　自己注射　技能研修　　（P認定単位）

90 分 1 単位

（45分0.5単位）

　　症例検討（P認定単位）

当学会が承認した他の学会、地方での講習会・研修会（技能研修含む）

※⑤（P認定単位）



付・様式 5 

9. 糖尿病薬物療法認定薬剤師 自験例 新規・更新申請 書式 1 

10. 糖尿病薬物療法認定薬剤師 自験例 新規・更新申請 書式 2 

11. 糖尿病薬物療法認定薬剤師 更新申請 実績記録・書式 1(No. 1) 

12. 認定薬剤師の申請・更新に係る提出物のチェックリスト 

13. JPDS 認定薬剤師 新規申請・更新申請 審査料 貼付書式 

 

糖尿病薬物療法認定薬剤師制度の認定単位申請に必要な書類関係一覧表 

参考書類 

1． JPDS 薬物療法認定薬剤師制度の P 認定単位の申請に関するお知らせ（はじめに） 

2． JPDS 薬物療法認定薬剤師制度の P 認定単位の申請に関する申請・発行方法 

提出申請書類 

3． JPDS 日本くすりと糖尿病学会 認定単位 申請書 書式．１ 

4． JPDS 日本くすりと糖尿病学会 認定単位 報告書 書式．2 

付 則 

1． この内規は 2015 年 5 月 20 日から施行する． 

2． この内規を変更する場合は，理事会の承認を必要とする． 

3．2020 年までの申請において旧細則に基づく申請を認める． 

2015 年 5 月 20 日施行 

2016 年 7 月 1 日改定（第１条改定） 

2016 年10 月28 日改定（第１条改定） 

2017 年 9 月 16 日改定（第 1，4 条改定） 

2019 年 9 月 1 日改定（第 1，2，3，4 条改定，第６条，７条，８条，9 条追記） 


